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黄河流域の北シナをその木拠地とした漢民族の、南方への進出は漢民族自体の膨脹発展であると共に、南シナ地域
の漢化の過程でもあった。准水流域を合めて、それ以南の地に古くから漢民族とは風俗言語を具にした多くの非漢族が住んでいたことは周知の事実である。これらの呉氏族と南下進出の漢民族とが互に抗争の形をとる場合であれ、あるいは平和裡に融和の形をとる場合であれ、結局は決化された であるから、その漢化の過程を明かにすることは重要な研究課題の一つである。そ 際にそれらの異民族自体がどのようなも であったかの解明を必要とす ことは申すまでもないが、現在のところこの問題に関しては今後の成果をまっところが大である。従ってそのために概観的、巨視的な見地によってこれら具民族の解明 近ずく方法と共に ら呉氏族の個々の特殊性を出来るだける方法とが必要であることは勿論である。即ち漢民族とそれらの異民族と 接触、緊張の面で、あるいは漢化の永い過程の流れの中 、浮きぼりにされたそれら異民族の特殊性 明か することが、それらの民族の特性を解明する一つの手がかり なるの 。幸 にも
漢民族は六くからそれら呉氏族に関する記録を残
しているのであるから、先
ずそれによることが必要であろう。
殺人祭鬼の問題については沢田瑞穂氏の研究があって、多くの史料によりこの風習の行われた地域、犠牲者、下手
人、殺人の目的・方
法及びその宗教的な意義等につき詳しく論ぜられたばかりでなく
、
更に元
、 明 、
清代に関
しても
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これまた多数の史料をあげられて考察されている。私も漢民族の南シナへの発燥につき考究をすすめる際にこの異常な風習に注怠をおこたらなかったが、以上のような沢田氏の詳細な研究が発……訳されたので、もはや私の如きが再びこの問題について論及する必要はないものと考えるに至った。しかし、ひるがえって考えてみるに、私は南シナ異民族解明のための研宛として の存習を孝氏ぶして来たのであるから、この点について一応のな凡を述べることも必要かと感じ、敢えて蛇川止を加えてみる次第である。なお、この研究は南シナ呉氏族の特殊性の研究の一つであるが、ただこれだけによって硝シナ異民族の特性を強調しようとするも では く、出来れば南シナ異民族の個別的な研 によって今まで別かにされた、あるいは今後明かにされる幾多の特殊性との組合せによって、市シナ異民族の特性を解明するための一材料となし いのである。
米代、殺人祭鬼の奇習の行われた地点あるいは地域を先、ず考察して見るが、説明の使宜上から諸項に分ける。（a
）宋史時太宗本紀、潅照二年間九月乙未の条に、林一定邑管殺人祭鬼及僧人町妻筆。
とあって、広南西路邑州すなわち現在の広西僅族自治医の南寧 管制川下の地方で行われてい 殺人祭鬼を禁止する命令が出ていることを知ることが出来るが、このことは続資治通鑑長編時一一同年同月の条 、
上覧芭管雑一記。歎其風俗主豆（。乙未
ω
詔山館市諸州。民嫁要喪主衣服制度委所在長吏。漸加誠属伴導条例。其殺人
祭鬼
。病不求
欝
。僧
四円安翠等事
。深
江化
導
Q
使之俊革。無或峻法以致煩
擾
。
と見え、叉、宋会要稿、刑法二、禁約、同月二十同日 条には
詔日嶺崎之外封域札味。若久間於
一平風乃染成於汚
俗。：：：応邑
容桂
広諸州納嫁喪葬衣服制度井殺人以祭兎病不求
欝薬及僧岡市
kh
学等事。並委本部長吏。多方化導漸以治之。無宜峻法以致煩援。初帝覧芭管記。知其俗陥。故下是認。
とあって、少しく宋
一
とは異っている。すなわち後の二つの史料によると、詔は嶺南の邑・容・桂・広諸州に出され
たこととなっていて、ただ邑州のみではなかったことが知られ 太
宗が邑管雑記（初日
一端初）をよみ、その風俗の君
Hosei University Repository
異なるのに篤いて認したと
な
うのであるから、山邑州管下で殺人祭鬼の風が行われていたことは確かであろう。宋史木
紀の文に「邑管殺人
祭
鬼
一五々ー」とあるのはそのように解したからであろう。疋二、宋会要稿、刊法
一一、紹興三十竿十
－－月六日 条に、
川僚バ。白州府下山口市〈長州
ω
ル仲間以生口之人。ーの略
H火山。先入以
渓
川左紅一椛七
一冗等州。縞近交世。諸夷国所産
生金雑杏ルボ砂等物繁多
υ勿山山山片。平氏．入蛮川
u
非佐用為奴僻。叉礼殺以祭屯
ω
比八版売交易。毎名致有得生金正七
川者。以赴良川氏杭一化。川憐側。
と
あって、白州のた江の七五一手の渓出におい
て
殺人祭鬼の印刷があったことを知ること
が
問来お。ここに左江とあるの
は羽布も川名の左江であり父七元州と
あ
るのは続汽治通鑑長編時一太平興国
二
年正月己丑の条に、
出邑 州
一川。広源州蛮酋担紳俊民
白川。以偽決時所目十州許制訊殿来献。欲比七源州内附輸拭税。
（2
） 
と比える七淑州であり、叉、五尚
一は九域志
一 一
一、総隊州、広南の条に見える左江所属の罵際州の
一
つである七源州であ
ると必われるから、自己州官下にて殺人祭鬼の風が行われていたことは点、りなかろう。
なお、広岡通志一氾列伝一一一土司、宋の条に、
山 ん
7朔先生断江余挑人。川は祖仲淑従秋青。征供知日向。留知永寧軍。遂家張。崇山手間帰化州蛮乱。期募義兵平之。以
州内附。授知州ぃ山付。遷沿辺渓州安撫使。夷俗阻悪 歳時殺人祭鬼。時姻多野合。兄弟死一帆取其妻。：：：期悉為禁草蛮俗一変的。
とある。ここに帰化州 あるのは現在の広丙僅族口治医の慶遠（立山）を州治 した宋代の宜州所属の器廃州の一つ
（3
）（
4
） 
である。ヰ朔及び曲日祖仲淑の認は既に考察した如くおそらく作為されたものであろうが、帰化 の地で殺人祭鬼の風が行われていたと一一はう伝えは真実であろうと思われる
Q
（b
）宋史一指一蛮夷一一四南渓桐諸蛮上に、是 年 （ 日 崎 県 ↑
一 昨
r E
時 始 時 一 一 明 抗 一 心 ） 刑 湖 転 述 使
一 一 一 一日。官州向万通殺皮師勝父子七人。取五蔵及首。以肥魔鬼。朝廷以其遠俗。
令勿問。
とあって、刑湖路の富州において殺人祭鬼の風が行われているこ を伝えているが、
末代の殺人祭鬼について（河原〉
この寓州については、
この条の
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四
すぐ前に、「叉以五渓諸州統軍鶴州刺史向通渋為市州刺史。従其請也」とある富州で、向通漢が刺史であった。叉、宋史詩一蛮夷一に「南江諸蛮。白辰州子長沙部防。各有渓嗣。日’叙
H
峡日中勝目
一克。則釘氏居之。日奨日一錦日誌日
晃。則田氏居之。日寓日鶴白川内服日天賜日古。則向氏店之。：：：南江諸蛮般有十六州之地。惟富峡叙僅有千戸 余不
（6
） 
満百」とみえる南江諸蛮十六州の一つであって、これは後に鋲江楽となる地で、湖南省一日 東方の檎樹湾附近の地であると忠われる。とにかく況州の地で殺人祭鬼が行われていたわけである。
（
C
）続資治通鑑長編
芝 ）
景祐四年五月戊辰の条に
、
澄州逃卒。匿民家。傭以白給。一日謹告。民家事摩路神。歳殺人十二以祭。州逮其族三百人。繋獄久不決。詔遺御史台推直官方借就劾。倍令
卒疏所殺主名。按験皆
亡状事。
とあり、宋史
詰方借伝にもほぼ同様な記事があって
、
澄
州
の民家で一年に
十
二人を殺して摩舵神なるものを祭っ
た
と
言う訴えがあっ
たこと
を伝えている。調査の結果
、無
実であったと
一 一－一同うのであるが、それはとにかく、神の名前が
あげられているし、叉、一族のものが三百人も調べられていることから考えて、この澄州の地に殺人祭鬼の風があったと推測してもよさそう
に思える。一方
、
宋史
芝
唐介伝に
、
これとよく似た話が次の如く伝えられている。「〔唐
介〕為武陵尉調平江令。民李氏賞而苔。吏有求不厭。謹為殺人祭鬼。岳守捕其家。無少長楚掠。不肯一本 更属介訊之。無他験。守怒白子朝 造御史方借従獄別鞠之。立ハ究血（介同。守以下得昇。倍受賞。介未嘗臼一一日」とあるのがそれであるが、このこ を伝えたと忠われ
る
三朝名民
一 一一 一川行録五之二
、
参政唐質粛公即ち賠介の伝には劉忠粛公撰の神道碑
を引いて、
公為岳州一肌江令。州民李氏以一品質為上ド所漁挺
Q
円以才不版。困台立ハ一阿鬼川人。守点撃断則逮繋其山本百日。極獄之
惨情。不得奏。専以属公。公致問。突非殺人汗。守叉恋〈 為未は。河川泣御史方倍。移劾温州。卒用公所内六獄不能変
。
吏皆坐罪去。借以活死者得官。公終不山
一 一パ 也 。
とある。宋史の府介伝で
は彼を千江県令と
し、こ
こでは沈江県令としていて異るが
、
一 千
江県も
涜江県も共に岳
州の属
県であることは同じである ここで平江県か玩 県かを決定する必認はないが、方借が泣州において調査し いるところをみ と、
澄州に
より近い況江
県令の方が正しいようであるし
、
史料の上からいっても神道碑の方によるべきで
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あろう。なおこの沈江県は後、南宋になって鼎州すなわち武陵郡の属県となるのであるから、認一
一 同であったとは一一
一 一同
え、以上の伝えによって、岳州、山州の地に殺人祭鬼の凪が行われていたと考えてよいと瓜われる。なお、さきに凡た澄州逃卒に関する話と後の岳州の
話
とは共に方借が関係し、また
一 政
一 一 一 一目 だ っ
たと
一 一 一日う点でよく似ているので同一の事
件をったえたも かもしれぬが とにかくこ 伝えによって洞庭湖の沿岸地方で殺人祭鬼 風が行 たことは確かであろう。
（d
）宋史時五郷回伝に、調松滋令。荊河俗用人祭鬼。回的治甚
厳。其風遂
革 。
とあるによって、江陵府の
属県
である松滋県にて殺人祭鬼が行われていたことを知る。
F e
）宋会要刑法
二
禁
約の条に、
淳化
一冗年八月
二
十七日。峡州長楊県民向砕与兄向収。共受宮人鉄十貫。停之採生。巴峡之俗。殺人為犠牲以肥
鬼。以銭募人求之。調之採牲。一昨与其兄謀殺県民李祈女。割鼓耳鼻断支節。以与富人。為郷民所ム口抵罪。
とあって、峡州長楊県において殺人祭鬼が行われているのを知るが の長楊県は湖北省の長陽県の である。叉、同書刑法ニ禁約の条に、「成平元年十月二十八日 禁峡州民殺人祭鬼」とある。さきに富 を考祭したときに見た如く、富州と共に十六 の一として同じく峡 と
言
うのがあるが成平元年頃まではまだ宋の勢力は南江蛮にまでは及ん
でいないので るから、この朕州は夷陵即ち今の
宣品を治
所として、前掲の長楊のほか
宣都
、速安の諸県を有する地
をさすこととなるわけである。
（f
）続資治通鑑長編胤
一一
回一寧十年四月奨卯の条に
上批李舜挙面奏。挑児捕獲賀富殺人祭鬼証左甚明。揮州推治滅裂。全出其罪。宜下朱初平取案脂看詳。別選官劾之。既而初平再劾所獲戸。乃阿部之夫劉文。非賀富殺人也 乃止。
とあるが、殺人祭鬼の犯人を調停州にて推治しているのであるから、湾州すなわち長沙の地かあるいはその属県の地で殺人祭鬼が行われたのであろう。
（g
）北宋時代の著である
墨客揮犀坊
に
宋代の殺人祭鬼について（河原）
A 
Hosei University Repository
法政史学
第十九号
_,__ ノ、
有儒生行榔連道中。日将暮。過耕者。問秀才欲何往。生告之故。耕者日。前有猛獣為暴。不宜夜行。此村下有民居。可以託宿。生信之趨而進。始入一荒淫詰屈。行者甚少。忽見高門大第。主人出見客甚喜
Q
延入一室。供帳赫
然。肴銀豊美。既タ有婦人出問生 所関其色甚如。生戯三
一 一一 日挑之。欣然而就。生由留
連数日
。婦人亦比夜而至。
情意歎呪 乃私謂生日。是家将謀殺子以祭鬼。宜早自為計。我亦良家子。為其所却至此。所以遺妾侍君者。欲以綴君留耳 生聞大骸 乃夜穴壁与婦人同出。比明行四十旦 投近県。県道吏卒捕之。尽得姦状。前後被殺者数十人。前所見指途耕者亦其党也 於
是一家尽抵廠法
。
とある物
語りに
ついて、沢田氏は前掲の論文で、「この
話も多少潤色されて
いるかも知れないが、さればとて、話の
根基になった殺人祭鬼の風習そのものまで、全く虚妄だとは考えられない
L
と述べておられるが、その説の通りであ
ると私も考える。従って、この話の舞台となっている榔州、連州の地域す わち湖南省の南部とそれと接する広東省の地域に殺人祭鬼の風習が行われていたのであろう。
（h
）宋会要、刑法
一 一 に
、
（嘉泰二年〕十二月九日。権知万州越師作
一 一一 一日。峡路民居険遠。素習夷風。易惑以許。易煽以悪。致使淫亙得控築
鼓
。凡遇
疾 病 。
不
事医楽。聴命於座
。
決
卜
求神
。殺
牲為祭
。
虚費家財無益
。病人錐或
抵死
。猶
謂事神之未至故
。
凡得疾十死八九。叉其俗以不道 千
戸川町諸昏淫之鬼
ω
往往
川人 使党作福。流為残忍。不可備
一一 一日。乞行下木路先
禁師亙。伸之改業
0
・
とみえる。峡路すなわち褒州路において殺人祭鬼の風が行われていることをその路に所属する万州の権知越師作が報告しているのであるから、一力州をはじめとしてこ 地域に の風習があった
F」とは誤りなかろう。更に、建炎以来繋
年要録鴎「紹興十二年五月己未の一条にも、
一 一 一 一日者論褒路有殺人祭鬼之事。乞厳禁之。
とあるにより、褒州路で行われたことを確かめることが出
来るのである
。すなわち四川
省東南部の揚子江流域の
地に
殺人祭鬼の風が行われていたことは確かであろう。
（ ・
1
）建炎以来繋年要録一炉紹輿十九年二月丁丑の条に、
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左朝請大夫
童
邦直知峡州還
一 一 一 一日。湖北渓桐蹴造語
毒
。以
害往来
之人。叉夷人以人質鬼。安・復・剤門・鼎・豊（澄
〉
独行之人。或隈此禍。望令巡尉党察。
とあるが、同じことを簡略につたえた宋史博
一一本紀の同年同月の条には
丁丑禁湖北
渓
桐用人祭鬼
及造墨毒
。犯
者保
甲悶坐。
とある。すなわち（
e
）の項ですでに見た刑湖北路の峡州から還った童邦直の一一一
a日によって、安州（安陸の地）、復州
（河陽の地）、刑門軍（当陽の地）
及
び、これまたすでに（
C
）項の中でみた鼎州・澄州の地方で殺人祭鬼の風があ
ったこ を知ること 出
来
る。なおこれらの地はすべて剤湖北路に
属
する州、
軍
である。
（j
）宋会要、刑法
一 一
、慶
一万四年五月六日の条に、
巨 僚 一 一 一
一日。楚俗淫桐其来尚失。惟是枝人以費鬼。不宜有閑於聖世。俗尚師京一。能以禍福証兆。築鼓愚氏。歳有輸於
公
日師亙銭
。白調有
籍於官
。
官
利其
一
孔之入。於
是縦其
所
為
。無復
誰
何 。
浸淫妖
幻詑
厭益
広。遂
至用
人以
祭
。過
閏歳。此風猶織。乞告戒湖北一路監可帥守。先厳
官吏
収納師亙銭之禁。・：
とあって、荊湖北路において、特に閏年の時には殺人祭鬼が盛んに行われていることを示しているし叉、夷堅志、一ニ壬の巻四、湖北稜時鬼の条に、「
殺
人祭肥之
姦
。湖北
最甚
」とあって剤湖北路で甚だしかったことを伝えている。荊
湖南路につい は続
資治
通鑑長編玲七大中祥符三
年二
月乙巳の条に、
禁剤南界殺人祭稜騰邪神。
とあるによって、同じくその風が行われていることを知ることが出来るし、叉、前の（
g
）でかかげた
墨客
揮犀の文
の前に「湖南之俗。好
事妖神殺
人以
祭
之」とあって、話が始まっているのも、それを示すものである。
（k
）建炎以来繋年要録柑一一一紹興二十一年間四月丙成の条（時岳民ハ川崎紅、）に、右朝奉大夫伝寧知一江州還一一
一 日
。湖南北之俗。遇閏歳則盗殺小児 以
祭淫
洞。調之採生。
とあって、荊湖北路の知
一抗州であった
伝寧
の言
として、剤湖南北両路で関歳に小児を殺して淫桐の風が行われている
ことを伝えている。叉、宋会要、刑法ニの隆興二年正月十日の条 、
知浬州苦（祖舜
一 一 － 一目。向精見湖南北多有殺人祭鬼者。耳日玩習遂成風俗。
宋
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八
とある。刑湖南路の知漕州である
寅祖舜
なる者の報告によると、刑湖南北両路では殺人祭鬼が多く行われて、それが
耳目になれて風俗となっていると
言
うのである。更に、続資治通鑑長編さ）天翌九年四月壬子の条に、
詔如聞刑湖殺人以祭鬼。臼今首謀若加功者。凌遅斬之。募抗日者悉回寸以罪人家賃。．
とあるが、この剤湖もおそらく南・北の両路をさしたものであろう。又、宋会裏、刑法
二
、淳照十二年三月二十五日
の条には、
前発遣箔州超謡呈一日。湖外風俗用人祭鬼。毎以小児婦女。生別眼目哉耳鼻。：：：蓋縁販生口之人。倫鶏小児婦女。販入湖之南北。ム員取厚利。
とあって、剤湖南北両路で行われる殺人
祭鬼のため
、刑湖北路に接する江南西路の地から犠牲用の小児婦女がうり込
まれていることを伝えている。
ハl
）〈
e
）のところで掲げた宋会要、刑法
二の淳
化二年八月
二
十七日の条、すなわち峡州長楊県民の向砕とその
兄の向収が採生を行ったと一一一日う記事のつづきに、
著作郎羅庭約奉使出峡州
Q
適見其事。抗疏以問。因下記叙南東西川峡路・荊湖・嶺南等庭管内州県。戒吏謹捕
之。犯者論死。募告者以其家財界之。．
とあって、叙南・東西川峡路、剤湖両路
及び広南両路の各管内の州県に対して、殺人祭鬼を厳重に取り締るよう詔が
下されていることを知る。なお、建炎以来繋年要録詳紹興二十三年七月戊中の条によると、
将作監主簿孫
蕎
祖国対論。湖・広・褒峡多殺人而祭鬼。近叉復行於他路。断路有殺人而祭海神。川路有殺人而祭
塩井者。
とあって、荊湖路、広南路及び憂州路に いて殺人祭鬼 多く ていることを伝えてい が、その風が四川の西部や淵江地方にもはやり出したことを述べている。もっとも その場合は海神や塩井を祭
ニ 一 一口うのであるから、少
しく変化しているようで やはり荊湖路、広南路 憂州路の地域が殺人祭鬼の中心であったことは確かであろう。なお、宋
会要
、刑法この
嘉泰元年
九月十九円の条に、
臣僚
一 …一 日
。民昨試郡
呉輿首問獄図
。日
首年正
月
至月終
。
境由己殺四
十九人。而
隣旦掩蓋
不以聞者不預。臣甚骸之。
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力詞其故。皆一淫嗣訂以啓之。所謂淫一両者始困愚民無知。以謂
殺人
而死。可得為神。其家父子兄弟与夫
郷党隣
旦叉
摘仲間宮之擾
。 ： ・
とあ
っ
て、斯江において、
人を
殺し
て
山ら死すれ
ば神
とな
る
と 一
一 一 一 日 う 淫
耐
が行
われ
てい
たことを伝
えて
いるが、これも
亦 、
海神をまつるの
と同
じように、剤湖
路等の殺人祭鬼とは少しく具っているようである
。
（m
）宋会裂、刑法二、康定
一五年十
一月四日の条に
、
知万州馬元額一
一一 一同。乞下川隊（峡）広
市
・
福建
・刑湖・江准
Q
禁民
主川蛇誌能楽・殺人祭妖神。：・
と
あって
、ここでは蛇
毒掻薬を音える
ことと殺人
祭鬼
がならべられている。これを蛇毒轟薬によって人を殺し妖神を
まつるとの
意に
とることも出
来るが
、既に（
i
）
の項
で掲げた建
炎以来繋年要録時かに
、
「左朝請大夫童邦直知峡
州
還
。
一 ＝口湖北渓桐雌造轟
毒
。以
害
往来之人。叉英人以人質鬼・・：」とあり、叉、これを宋史本紀では既に見た如く、
「禁湖北渓洲用人
祭鬼
及造量毒。犯者保甲同坐」とある
から
、やはり、別々の項目として並べて解すべきであろう。
しかし、この両
者の間に関連はあったであろう
。
すなわち
、
宋史諸相高賦伝に
、
知衛州。俗尚亙鬼。民毛氏柴氏二十飴家。世蓄車毒。値閏歳。害人尤多。与人念争轍毒之。賦悉
川治
伏車。車息
遂絶
。
とあるように、間
歳の
時に墨毒による殺人が多いと一百うが、既に比た如く、宋会要、刑法一一に「遂至用人以祭。遇閏
歳
此風猶
蛾
」とあ
り
、
建炎
以
来繋年要録堵
一 一 一 に 「 湖
南
北之俗。
過間歳則盗殺
小児。以
祭淫制
。
調之採
生」と
あり
、
殺
人祭鬼も亦、閏歳 行われている点、叉、それが同じ地方で行われている点に注意すべきであろう。
さて、以上、煩雑をいとわず殺人祭鬼の行われたと思われる地点あるいは地域を考察して来たが、これによると特
に剤湖南北両路に
著
し く 、
一 更 に
この両路と接する四川省の東南部
で揚子江流域
の地及び広南東西両路の地に及んでい
たことはほぼ確かであろう。
宋代の刑湖路を中心として行われた殺人祭鬼の奇習がど ような民族の風習であったかは興味ある問題である。既
宋代の殺人祭鬼について（河原）
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一O
に、沢田氏は前掲論文において、次の如く述べておられる。
「殺人祭鬼の風習が、巴筒刑楚に住む漢民族固有のものであったか、それとも先住異民族
l l
苗・洛・猿など今
日のいわゆる少数民族
11
の蛮風夷俗であったか、あるいは本来は夷俗であったのが漢民族の問にも浸潤したの
かどうか、この点は民族学的には最も肝要なところであるが、前掲の諸資料はこれについてはあまり明確には語っていない」
と前提され、つ＋つけて、
「婦女小児を渓洞の夷 に売って祭鬼の犠牲に供するという記事や、峡路の民は夷風に習い云々のことばによれば、これは漢民族以外の夷風であったようにも解せられるが、他の大部分の記録は単に事件発生の地域を示すだけで、蛮夷の風習であるとは明
一 一 一 目
していない。たとえば②淳化元年の例にある下手人向昨・向収の兄弟のごと
き、姓名からみて通常の漢人と考えて差支ないようである。もし「化外 民」であるところの異民族の風習ならば、詔令の文章にも相応の劃酌があったはずである」
と述べられ、この風習が異民族のものではなく、漢人のものと考えて
差支
ないようであるとなしておられる。
さて、（
a
）のところで掲げた宋会要、刑法二禁令、紹興三十年十二月六日の条で見た如く、芭州の左江のセ源州
等の渓洞において殺人祭鬼が行われているが、桂海虞衡志蛮 条に、
僕氏。謂安平・武勅・忠（忠）浪・七源問州皆健姓。
とある如
く
、この七源州は宋の仁宗の時に大乱を起した広源州
蛮の健知円高と問族の儀氏の地であり
、邑州の管轄下の
左江一帯はそれら渓洞蛮の居住地であった。とにかく太宗が邑管雑記をよんでその風俗の荘異なのに縫いたと
一 一 日
うの
はそれが蛮夷のものであったからであろうし、又、夷俗であったからこそ、法をあまり厳格にやりすぎて煩擾を行さないようにせよと注意したのであろう。同じく（
a
〉で掲げた広間通志’堵店、列伝計土司、宋の条にも「夷俗阻悪。
歳時殺人祭鬼」とあってそれが夷俗であるとしていることも注意すべきであろう。
次に（
b
）でみた如く、宮州における殺人祭鬼は渓嗣蛮の一つである南江諸蛮で行われているもので、その報告に
対して「朝廷以其遠俗。令勿問
」
とあって、遠俗で問うことがなかったと
言
うが、これが蛮夷の風習であったからで
Hosei University Repository
あろう。なお、宋会要、蛮夷五南蛮、天
一幅二年六月十三日の条に、「初本路以富州本是蛮界。不可建置郡県及以吏部
統轄。為請。：：：」とある故、富州が蛮界であったことは確かであろう。
叉、沢田氏も指摘されているが、〈
h
）でみた如く、「峡路氏居険速。素習夷風」とあって、それが蛮夷の風習で
であることを伝えている。
更に、（
i
）のところで掲げた建炎以来繋年要録には「湖北渓嗣醜造盛毒。以害往来之人。叉夷人以人質鬼：：：」
とあって荊湖北路の渓洞の夷人が殺人祭鬼を行ったことを示し、宋史はそれを「湖北渓洞用人祭鬼：：：」と簡略に説明したわけである。
以上みた左ころ渓洞蛮夷に殺人祭鬼の風があったことは確かなようである。さて、宋代、荊湖南北両路の地が渓洞蛮 住地であったことは、宋史議蛮夷一、及び二・三、同
書
の地理志、荊湖
の条によっても十分に判明する ころであるが、その他、続資治通鑑長編、元豊九域志地荊湖路などによって考えてみるに、それらの蛮は居住地によって栴山洞窟、北江蛮、南江蛮 誠徽州蛮及び桂陽蛮等のいくつ の名称に分かれていた。
梅山桐蛮。洞庭湖に注ぐ資水の中流域の新化及び安化を中心として、東は長沙、南は郁陽、西は況陵、北は益陽に
及ぶ範囲に勢力を伸していて蘇氏がその曾長であった
北江蛮。同じく洞庭湖に注ぐ況江の
一
支流である酉水流域に割拠していたもので、その勢力は四川省の斡江、湖北
の恩施まで及び、彰氏が最大の曾長 して勢力を占め い
南江蛮。一侃江の中流域一帯 ほ住していたが 田氏、向氏、及び釘氏が夫々酋長として勢力を振い、各氏の割拠地
は大体、田氏が宣江県を中心としてその上流の晃ま 、向氏は田氏の地域より下流域にある野陽から安江にかけての地域に夫々居住し、最後に釘氏は安江より郁陽にかけ 勢力を占めていた。
誠徽州蛮。一侃江と流の渠水全流域に
一旦って居住し、東方は資水上流の武岡県に及び、南方は遠く広西省の融県と連
結していた。その酋長は楊氏であった。
これらは況江及び資水の流域の諸蛮であるが湘水流域では そのヒ流域に桂陽蛮が皆た。
米代の殺人祭鬼について（河原
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桂陽蛮。衡
陽県
、
零陵県
、道県
及
び桂陽県にかこまれた地域に居り、
を伸したこともあった。
次に広南西路すなわち広西省においては、北部の雨丹県を中心として南丹州蛮がおり、莫氏がその酋長であった。
その東方の
宜
北
県を中
心として撫水州
蛮すなわち安
化州
蛮が居て蒙氏が
その
合長
、叉、思
思県を中
心として
環州
蛮が
いて区氏がそ 曾長として各々割拠していた。叉、南寧を中心として貰氏が左右流域に勢力を有していたが、左江上流域には広源州蛮の儀氏が居た。
このように荊湖南北路を中心としてその
周
辺の地に
渓
嗣
蛮
が
居住
していたの
であるが
、その地域はさき
に見
た （
a
）
から（
l
）までの、殺人祭鬼の行われたと一一一口う地域とほとんど一致しているのであって、このことは殺人祭鬼が渓嗣
蛮夷に
よって行われたと
一 口
う伝えを更に確実にするものであろう。
では次に、沢田氏がその②の条すなわち、宋会
要
刑法二、
淳
化元年八月二十七日の条、
峡州長楊県民向一昨与兄向収共受託人銭十貫。伸之採生云々。
によって、この
場合
の下手人の向酢、向収の兄弟はその姓
名からみ
て通常の
漢
人であると考えて
差支え
ないようであ
るとしておられることについてである。既にみ 如く、宋史諸蛮夷一の条に、「荊湖転運使一一
一口。富州向万通殺皮
師勝父子七人。取五蔵
及首
以杷魔
鬼
。朝廷以其
遠
俗令勿問」とあるごとく、ここでも下手人として向
万
通なる
者
が出
て来る。この
富
州が南江
蛮
の十六州の一で、わずか千
戸に
すぎず、向氏がその酋長であったことは既に述べた如く
で、酋長の名として向通漢、向光普、向
、氷畳等が多く見られる。そのほか南江蛮の曾に田氏、釘氏があり、他の蛮に
楊
氏がいたことは既に
見
た如
くである故
、ただ
姓名の上から向件
、向収
をもって漠
人らしいとすることにはいささか
問題があるように思われる なお で附
一 一 目
しておくが、宮州
内
長の向通漢について、宋会要蛮夷豆、南蛮、天轄二
年七月の条に、
〔向〕通
漢本青
州 人 。
唐信宗朝隔在渓明
。
因母疾
不
茄輩。治今
三十
年
。
一一同語与中華
無
異
。
と伝えていて、彼が青州の人であ と一一一口って るが、蛮曾が漢人出白の如く称するのは常 行われることで、この点については既に
考察
したことがあるが、
背
州
云々もそ
れと軌を一に
するので
あろう。この
場合
も
唐の
信 宗 （
∞ 芯
1
∞ ∞ ∞ 〉
一 時
、広西
省の述県や
広田省の
賀県
まで勢力
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の時から天橋二年
228
までの包’月を考えて
みれば
その作為
の跡は明かで
、向通
漢が渓嗣蛮なる
ことは申すまでも
あるまい。
それはとにかく、峡州長楊県民の下手人である向件、向収はその姓名もさることながら明かに県民となっているの
であるから、もしこれが
漢
人でないとすれば、どのような者として解すべきであろうかが問題となるが、この点につ
いて次に考
察を加えてみる
。
四
桂海虞衡志（紋峨一盟問
鴻店 一
一 ト
V
域州の）に、
蛮去省地遠。不供賦役者名生禁。耕作省地。供賦役者名熟契
Q
各以所遁分隷悶郡。：：：熟禁能漢語。
塩市。日晩鳴角。結隊以帰。
とあるが、これによったと
忠
われる
嶺外代答北海外雰蛮の条には
、
家人半能漢語。十百為群。変服入州県坊市。人支排正↑向。日将晩。或吹牛角為声。則紛紛緊曾。結隊而帰。始知其為禁也。
（ 臼 〉
とあって、更にわかりや
すく説明
し
て
いる。前
の史料に出ている省地とは漢
地、王地の意であるが、宋の郡県に属し
て漢地を耕している繁人の熟戸が如何に漢化されていた
を詰っている
Q
す
なわちそれらの禁人
熟戸は漢語を
よく
し、その服装を変えて州県の域内の市場に来てい ときは
全
く
漢人と区
別がつかないほど
に漢
化されていること
を伝
えている。これによって州民域近くの蛮夷が如何に
洩
化さ
れていたかを知り得る
。
一 方
、朱輔の
渓蛮叢笑に
よると、
生界。去州県俵
一 案
速。不属王化者。名生界。
とあるから、州県
宝案をはなれると王
化に
属しない者
、す
なわち前の場合の熟禁に対
して生
禁が居たわけで
、それは
宋に賦役をおさめない者であ
っ
た。このように、州県域と
生界
との間には、
漠
化の程度に波淡の
差
はあるが、州県に
編入され、あるいは穣嫁さ た
漢化
蛮人がい
た
わけで
、こ
れらの者が
州
県以の近くに生活
していたので
ある
。これら
の漢
化蛮人と州
県の関係を明かにするため
、柱
陽否、の反乱を少しく考察
し
て見る
。
変服
入州
県
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続はハ治泊鑑長編時十慶麻
m四年三月印成の条に、桂陽蛮の乱についての欧院修の意見が見えるが、それに、
今正蛮。巳為郡和・貰鬼兄弟所誘。共飴山民英裕之類。亦皆目起而為盗。縞開。常寧一県殆無平民。大小之盗一二 一
臼移。推其致比之凶。英務之俗衣服
一一日 話
一
頼正蛮。
とある。桂防蛮の乱は正蛍と日ら起った英絡の類とが結合して大きくなったと一一一
Hうのであるが、ここに常寧県にほと
んど平氏なしと一一はっていることと、失格 俗、夫服、一一
一M話は正蛮と同じであると
一一川っている とは淀
μ
すべきであろ
う。この文のつづきをみると。
英洛之類。使安耕織而歳輸皮来。得為平氏。
とあるによって、風俗、衣服、
一三
請が正蛮と同じであると
はーう莫繕の類も、耕蹴に安んぜしめ、歳々、税を宋に収め
させるとそれは平氏と呼ばれたことを知ることが出来る。常寧県にほ んど平氏なしとは、このような者が盗となって正蛮に合流したのにほかならぬ。これによって考えてみ に、宋の郡県に編入された蛮人、すなわちそれは省民も呼ばれたが、 らが州県城と正蛮との中間地帯に居住してい ことは明かであろう。
宋史雄四蛮夷ニ西南渓嗣諸蛮下に、
紹興三年巨僚一一一一日。武一軍渓桐。旧嘗集人戸 義保。蓋北ハ風土習俗服食山市械。悉同猿人。
とあるによって、宋は渓嗣の人戸を集めて兵として防禦に利用しているが、それらの習俗服食等が裕人 同じであるから蛮人防禦に有利であったこと
を
つたえているが、漢化のすすんだ蛮人利用の一例であろう。
さて、宋史噌畑許応竜伝に、
距州六七十旦。日山斜刷。猿所来。匂耕土田不輸賦。禁兵与関。応竜平決之。其曾感悦。率父老鳴缶撃筒。踊詣郡 謝 。
とあるから、この場合には州城から六七十里 ころが宋の藤康の及ぶぎりぎりの地域であったことを知ることが出来る。叉、宋史池山一注綱伝 、
調桂陽軍平陽県令。県連渓刷。蛮蜜与居。綱一過以思信
とあるのも、県が渓洞蛮に按し、蛮と雑居しているこ を示している。
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以上によって、州県域を中心とした地域に漢化された蛮が居て漢語に通じ、州県に編入されて税を納めていたが、
その服装宵俗は蛮と同じであって、生蛮の反乱のときにはそれに合流する様な者であったことを知ることが出来る。問題の殺人
祭
鬼の下手人である峡州長楊県民向昨・向収も亦、そのような
漢
化された夷人であったろう。なお、この
峡州の地に蛮採が居て、八つの砦が置かれていたことは、武経総要唯一一一荊湖北路の条に、
峡州治夷陵
0
・・：：其地流拠蛮獄。百八砦守之。
とあるにより知ることが出来るが、こ 八持の内の
二
つが長楊県に属していたことは宋史尚一川地理志、荊湖北路、峡
州の条によって明かである。その二比五が
生
界の蛮猿を防ぐためのものであったのであるから、長楊県城の四周に漢化
された蛮がいたことは明かであろう。
要するに政治的には漢化の程度もよほど進んで州県に編入されてはいるが、その風俗等はまだ生蛮と同 である
所謂平氏がそ 習俗によって殺人祭鬼を行っていたの ろう。（
g
）でみた墨客揖犀に伝えられた話の巾で「比別
行凶十里。投近県。
m m
退
卒
抗之」とあって、殺人
祭
鬼の行われていた現場が、県域から間十里のところにあると
一一同 う
が、それはさきに見た史料 州城 渓桐との距離六七十旦とあった と考え合せてみると、丁度、漢化蛮人の居住地帯にあたっていることとなる。恐らく一味数十人とある も 同じく漠化のすすんだ夷人 一族であったろう。なお、（
C
）のところでみた澄州・岳州等の例もこれと同じであったろう。
五
陥書守二地理志下に、
南郡・夷陵・克陵・河陽・一江陵・治江・哀陽・春陵・漠東・安陸・永安・義陽・九江・江夏諸郡。多雑蛮左。其与友人雑居者。則与諸華不別。其僻見山谷者則
一 一日詰不通。凶
H好居施
全
異。頗与巴治問俗。諸蛮本其所出承盤瓢之
後。故服
章
多以班布為飾。其相呼以
蛮
。則為深忌。
とあるによって、南部（湖一
ω
町 一 勝 股 中 ） 、 夷 陵 （ 州 比 一 校
制
枇 中 ） 、 克 陵 （ 川 一 法 唯 一 説 中 ） 、 河 陽 （ 仰 山
ω
一 一 一 樹 齢 中 ） 、 況 陵 （ 州 問 碍 続 中 ）
清 江 （ 伺 … 月 … … 四 倣 中 ） 、 奈 川 防 （ 四 一
ω崎 一 蹴 … 抑 ） 、 春 陵 （ 州 比 一 一 域 一 糊 … 肋 ー 中 ） 、 漠 東 （ 岬 比 一 山 浦 … 枇 脚 ） 、 安 陸 （ 一 一 山 … … 一 一 一 肌 … 脚 中 ） 、 永 安 （ 仰 は 切 法 制 … 抑 中 ） 、
小沢代の殺人祭鬼について
（河 原 ）
一 五
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一 六
義 陽 （ 刊 一 明 … 一 一 一 一 明 … 取 中 ） 、 九 江 （ 山 崎
MM
航 … 防 ，
f
、江夏（岬比一…同一日…枇中）の諸郡の地には多くの蛮左を雑えていて、それら蛮左の、
漢人と雑居する者は漢人と区別がつかないと伝えている。この蛮左と一一百うのは蛮楚
、叉は荊
蛮ともよばれる蛮人で
、
南北朝時代にみられる者で、南朝の宋がそれらの蛮
一戸をもって左郡
、
左県を設けて嬬際したことについては既に述べ
（
H H
） 
たことがある。なお、それらの左郡、左県の置かれた地域は、安徽省・河南省及び湖北省 互に相接する地で、大別山山脈を分水嶺 して流 出る
諸
川の流域と桐柏山に
発する准水の上流域や潟水流域であって
、当時、予州蛮と呼ば
れる蛮の居住地であった。今かかげた惰書 地理志の蛮左も同じく 表陽・克陵・春陽・漠東・義陽・安陸・永安等の諸郡に居ると言うのであるから、南朝宋の時代の予州
一蛮と同じものと考えてよいであろう。とにかく
、
惰代、それ
らの蛮は列挙した諸郡内で漢人と雑居し、その山谷には所謂生蛮が居住し たわけで、前節で見た宋代の場合と全く同様である。ここで注意すべきことはこ 蛮が蛮楚あるいは荊蛮、すなわち荊楚と関連した呼称でよばれていることと、その居住地域が湖北省の西北の部分を除いた大部分の地域及びそれに接す 湖南 ・江西の一部であることである。すなわち春秋から戦国時代にかけて楚 国 こ 湖北を中心とした地域で大きな勢力を有していたことはここに改めて申すまでもないこと ある
さて、この蛮左に人を殺して祭る風浴のあったことは注
H
にあたいする。すなわち、貌者一一四章珍伝に、
高祖初。蛮酋恒誕帰款。朝廷忠安辺之略。以誕為東荊州刺史。令珍為使。与誕招慰蛮左。珍白懸弧西入三百余里。至桐栢山。窮准源。宣揚恩沢。莫不降附。悦源旧有制堂。蛮俗恒川人祭之。珍乃暁告目。天地明霊。即是民之父母。畳有父母甘子肉味。円今己後悉宜以酒附代川。鮮
布 一
従約。一セ今行之。凡所招降七万除戸。
とあって、それを知る とが出来 五枇紀の後半、章珍が帰順し 酋の桓誕と共に、 左を招慰するため懸弧即ち汝南県から准水の水源地の桐栢山に至り、蛮左七万余戸を招降させ と伝えているが、そ 際、この地の蛮左に人を殺して神を祭る風があったのでこれをやめさせた を附言してい 。こ 蛮左がさきに見た南朝宋の蛮左であり、蛮楚、荊蛮とよばれた予州
変
であることは
、
その居住地が准水の水源地であることからも確かめられるこ
とである。これによっ 湖北省
及
びそれに接した河南、安徽の地方に居る
蛮
人、即ち予州蛮に人を殺して祭る風のあ
ったことを知ることが出来る。
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予州蛮については宋
害
時 九 に 、
予州蛮康君後也。：：：北接准汝。南極江
漢
。地方
数千旦
。
とあって、それが度
計
の後であることを伝えているが、この度君については後漢書サト、南
蛮伝
に 、
巴郡・南部
変本有五姓
。巴氏・焚氏・陣氏・相氏・鄭氏皆出於武落鍾離山。共山有赤黒二穴。巴氏之子生於赤
穴。同姓之子皆生黒穴。未有君長。倶事鬼神 乃共榔剣於石穴。約能中者奉以為君。巴氏子務相乃独中之。衆山首歎。叉令各乗土船。約能浮者当以為有 余姓悉沈 唯務相独浮。閃共立之。日疋為鹿君。乃来土船。従夷水至塩陽。康君於是君乎夷域。同姓皆臣之。康君死。魂川明世為白虎。巴氏以虎飲人血。遂以人洞鷲。
とある。すなわ
ち巴郡南郡蛮の君となった鹿君の説話である。ここで特に注日すべきは巴氏が人を殺
して
－桐っている
ことである。この話
に
よると、鹿君が死ぬとその魂塊は白虎となった。虎 人血を飲むのを好むので、巴氏は白虎と
なった一廉君の魂昧をまつるために人を殺すと一
一一 一同うのであるが
、
人を殺して桐ることは実際に行われ
たのであろう。
この南郡は湖北の江陵を中心とした郡であり、巴郡 四川の主慶
合 一 中
心とした郡であるが、水経注時一一一、夷水の条
では、この度君説話の舞台となった地を夷水すなわち清江の地域であるとなしている。それによると湖北の宜都において揚子江に注
ぐ清江の流域の
地となるわけであるから、宋代の峡州の地にあたることとなる。宋代、この地で殺人
祭鬼の風が盛んであったことは既に見た如くである。水経注の説明は
一廃君説話をもとと
したもので、その点、あてに
ならぬが、後漢
書
の記
事
によって、南郡・巴郡蛮の間に人を殺して
－刷る風があったことは認めてよいと思う。叉、そ
の南郡巴郡 地にあたる地域で、宋代に盛んに殺人祭鬼が行われたことも考え合せてみる必要がある。すなわち、南郡・巴 蛮の祖康君より出た 一一一円う予州蛮は蛮左とよばれ、荊蛮、楚
蛮
であり、叉南郡・巴郡蛮 ともに、楚国の中
心部及びその周辺部の蛮夷であるから こ 蛮夷に同じ殺人祭鬼の風 あったとしてもそれほど不思議ではないし、叉、宋代にそれらの地域とかさな 湖北・湖南 地を中心として
一 居 住 し て
いた渓洞
蛮の間に
その風習が残存していた
ものと考えても れほど無理では さそうに考えられる。
宋会要、刑法ニ慶元四年五月六日の条に、
臣僚
一 一 一日。楚俗
淫柄
。其
来尚失。惟是版人以饗鬼。不宜有聞於聖世。
宋代の殺人祭鬼についてハ河原）
て！.：...：
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とあり、叉、さきにひいた陪書地理志の文のつづきに、
大抵荊州率敬鬼尤主洞紀之事。昔屈尿為制九歌。蓋由是也
Q
（ 日 ）
とあるのも、古くからの楚の遺風と解したからであろう。（昭和四一－二・三
O
）
註（1
）沢日瑞穂「殺人祭鬼」
η天理大学学報、第四十三料、人文・社会科学話
E
）
（2
）「太平三ず記」芝、嶺南道十、邑州の条には更に詳細な記事が見ゆ。
（3
）「元豊九域志」性、覇際州、広南路、宜州の条。
（4
）拙稿 広西蛮付の始遷祖に就いて （南亜細亜学報、第三号）
（5
）「続資治通鑑長編」芝、県草五年間七月康成の条にも同様な文あり。
（6
）「宋史」持ヘ地理志
Q
「続資治通鑑長一編」時一右…寧六年六月巳卯の条。
（7
）「元豊九日明志」地岳州 条。
（8
）「続資治通鑑長編」時一一照寧五年十二月丙子及び同書時二、同六年正月の条によって、神宗の時にこの地の経略が行われた
ことを知ることが出来る。
（9
）「宋会要」、刑法二大中祥符三年二月二十五日の条にもほぼ じ文あり
o
p m
）拙杭「位知日高の抜乱と交世 （法政史学、第十二号）
（日）註（
4
）参照。
（ロ）拙稿「省地・省民の怠味について） 和田博士古稀記念東洋史論叢）（日）右に同じ
Q
へU
）拙稿「宋告一一百州郡志に見える左郡・左県の中山との意味について」（法政史学 第十四号）
（日）沢目瑞穂氏の前掲論文一巾』で、純一雪林女士の一
i九歌与河神祭典関係」（民間二十七年刊『議魚集』に収める）を紹介しておら
れる
c
それによると西門豹の話も出ているが、建災以来繋年要録時ト、紹興十二年五月己未の条に、「」一一口者論一聖路有殺人祭鬼
之事コ乞厳禁之、〉上詞宰執日。比必有大厄侶之。治亙則此白止。西門豹投豆於河。以救河伯要掃
c
蓋知此道也」とあるのを
掲げておく。
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